
処理部

気象庁準拠の正式な計測震度
揺れの加速度と周期から「震度」を算出し、算出された震度を装置前面
の液晶画面に表示。同時にIP通信等で情報発信することができます。

1.

音声アナウンスが可能
地震発生時に「只今の地震は、震度○○でした」、「落ち着いて行動して
ください」等の音声アナウンスを行い注意喚起します。また、放送設備
等へのライン出力機能を備えています。

2.

低消費電力化を実現
低消費電力化を実現し、停電時にも内蔵バッテリで4時間以上稼働する
ことができます。（平常時）

3.

表示盤との接続は最大８台
ネットワーク接続もしくはシリアル接続で最大で８台までの表示盤と
接続が可能。様々な場所で地震情報を共有することができます。
（オプション）

4.

体感した“揺れ”を
正確に知る。
地震発生時に体感した“揺れ”を正確な震度として認識
することは地域や企業の防災対策に不可欠です。計測
震度計S210は、気象庁が定める震度0-7までの震度
階級を算出、表示する地震動観測機器。計測された
震度情報は、気象庁検定取得が可能な高い精度を持つ
ため、日本各地の気象観測所や報道機関等でも採用
され、正確な震度情報として提供されています。

※PC、震度表示盤はオプションです。  ※放送設備側に連動機能が必要になります。
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正確な震度を把握することで、防災マニュアルなどに基づいて
社員やお客様などの避難指示や誘導を迷う事なくスムーズに
すすめる事が可能になります。

例えば
こんな
場面で

迅速な避難・誘導

地震発生後、気象庁の震度算出方式で震度0～7までの震度階級を正確に算出、表示。
精度の高い“地震”情報を素早く的確に把握できるため、様々な企業や地域の防災対策の構築に貢献します。

気象庁方式 計測震度演算準拠／気象庁検定取得 対応品

（OSISⅢ）計測震度計 S210
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